
地球惑星科学委員会分科会の設置について

分科会等名：IUGG分科会

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印

を付ける。）

地球惑星科学委員会

２ 委員の構 成 15名以内の会員又は連携会員

３ 設 置 目 的 国際測地学及び地球物理学連合（International Union of 

Geodesy and Geophysics：IUGG）は、国際科学会議（ICSU）

の下に 1919 年に設立された組織であり、現在は国際学術会

議（ISC）に属する科学連合の一団体として国際協力を通し

て測地学・地球物理学の発展を促進することを使命としてい

る。 

日本学術会議は、日本を代表して IUGG に加盟し分担金を

支出しており、IUGG 及びその傘下の８国際学術協会に対し

て、日本を代表する国内窓口の役割を担うとともに、国内の

関連学会・研究者が IUGG の活動を通して世界の測地学・地

球物理学の振興と人類社会への貢献に寄与するのを支援し

てきている。これまでの国内委員会の活動を継承しつつ、新

しい日本学術会議の理念に沿った国際対応を具体化するの

が、本分科会設置の目的である。

４ 審 議 事 項 IUGGに関する国際連携、関連する測地学・地球物理学の振興、

普及及び社会貢献に関する諸事項に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 令和５年 10月１日 ～ 令和８年９月 30日 

６ 備 考 ※事実上第 25期より継続




